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１Ｂ２０ 

第 12 回科学技術予測調査ビジョニング調査：市民アンケート調査からのナ

ラティブの抽出 

 

 
○岡村麻子（科学技術・学術政策研究所），山田 光花莉（科学技術・学術政策研究所、信州大学大学

院 総合理工学研究科） 

※a-okamura@nistep.go.jp

 
1. はじめに 

科学技術・学術政策研究所（以下、NISTEP）
では、2055 年までを展望する第 12 回科学技術

予測調査（以下、第 12 回調査）を実施している。

第 12 回調査では、国内外の社会や科学技術のト

レンドや変化の兆しを把握する「ホライズン・ス

キャニング」（起こりうる未来）、できるだけ社会

の多様性を反映した人々の未来に対する願望を

描き出す「ビジョニング」（ありたい未来）、将来

実現が期待される科学技術等を抽出しその実現

見通しなどを多数の専門家の参加を得て検討す

る「デルファイ調査」（もっともらしい未来）を行

っている。これらの結果を総合的に検討し、複数

のあるべき・目指すべき未来社会像の選択肢と、

それらに向けた方策を「シナリオ分析」により描

くことを予定している。 
このうち、本報告では、「ビジョニング」におい

て行った市民アンケート調査の分析に焦点を当

てる。市民アンケート調査では、未来の日常生活

の場面について自由記述形式のウェブ調査を実

施し、主に若者世代から160件の有効回答を得た。 
 
尚、第 12 回調査では、ビジョニングを次のと

おり仮に定義して検討を行った。 
「ありたい」未来社会像を、個人及び社会の価値
観を考慮しながら、共創的に描くこと 
 
その際、20 ～ 30 年後に社会で主要な役割を

果たすことが期待される若者世代の声をできる

だけ多く捉えることを重視した。「ビジョニング」

では、市民アンケート調査の他、対話により共創

的にビジョンを描くため、若者世代及び全世代を

対象とした「国内ワークショップ」を計 2 回開催

した。更に、未来社会に向けて先導的な役割を果

たすことが想定される人物を「ビジョナリー」と

して同定し、活動概要のデスクトップリサーチ

（国内外計 20 名）を行うとともに、一部の方へ

のインタビュー調査（8 名）を行った。延べ 260 
名程度の声を集めて、6 つのビジョン（下位の 24
のビジョン）にまとめた [1]。 

 
本報告では、市民アンケート調査で収集した個

人の未来に対する語りを未来のナラティブとし

てとらえ、海外の「ナラティブフォーサイト」の

事例を参照しつつ、市民アンケート調査の分析を

行う。 
 

2. ナラティブフォーサイトとは 

特徴・目的・可能性 

もそもナラティブとは、「人々のかたり」であり、

「主に日常会話やインタビュー調査の内容」を指

すが、「ナラティブはいたるところに存在する」 
[2]。社会学、教育学、心理学、臨床研究などでは

「ナラティブを通じて生成される意味の世界を

明らかにし、その生成にかかわる個人や集団や状

況への理解を深めること」を目的として質的分析

手法の一つとしてナラティブ分析が発展してき

た [3]。 
フォーサイト研究や未来学においても、ナラテ

ィブを活用する「ナラティブフォーサイト」の実

例が幾つか存在する。CLA（Causal Layered 
Analysis: 因果階層分析）をベースとしてナラテ

ィブフォーサイトを提唱する [4]は、その定義を、

「個人、組織、国家、文明が自らの未来について

語る物語に焦点をあてる。新しい技術や次に何が

来るかに注目する未来思考から、可能な・あり得

る・望ましい未来の基底となる世界観や神話を探

求するものに移行させる。」としている。また、ナ

ラティブフォーサイトの目的は、望ましい（好ま

しい）未来を促進することにあり、信頼できるデ

ータや定量分析の重要性を無視することではな

い。むしろ、実証的な発見をそれらが「発見」さ

れ提示される社会文化的文脈と結びつけること

に焦点を当てる、とする。 
このようなナラティブフォーサイトにより描

かれる未来は、「既存の傾向や常識を逸脱したも

のであり、これまで見過ごされてきた可能性を示

唆する。・・・これらのナラティブは、短期的なプ

レッシャーに反応するのではなく、長期的な視野

を持って意思決定を行うための、新しい視点を提

供する。支配的なナラティブに縛られることなく、

1B20
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冒険的で前向きな未来を考えることができる。」 
[5]。 

ナラティブフォーサイトという名称は、フォー

サイト研究においても必ずしも一般的ではない

と思われるが、個人の未来の語り、ストーリー、

ナラティブを作成することをフォーサイトのプ

ロセスの一部として、またはアウトプットとして

実施している事例は複数存在する。参加型フォー

サイトの一形態であるとも解釈できるかもしれ

ない。 
次節では、ナラティブフォーサイトや、市民か

らのストーリー収集をフォーサイトプロセスに

組み込んでいる事例、さらに未来議論においてナ

ラティブを探索している例を、紹介する。 
 
事例紹介 

フィンランドでフォーサイト研究を行う The 
Finnish Innovation Fund Sitra（Sitra）は、CLA
を用いたナラティブフォーサイトを実施し、5 つ

のナラティブの簡略版を紹介している [5]。公募

を通じて集まったビジネス界、公的機関、科学界、

NGO から 27 名の専門家が 6 日間のワークショ

ップを通じて、「経済成長と幸福」「富の増加と不

平等」「自然資源の利用」「経済優位性」「技術への

信頼」に関する 5 つのナラティブを作成し、将来

の新聞記事を作成した。 
また、欧州グリーンディールに関連する持続可

能性の機会と課題に焦点を当て、通常の考え方を

超えた未来を想像させることを目的としたフォ

ーサイトプロジェクト「Stories from 2050」では、

参加型未来ワークショップや、オープンなウェブ

プラットフォーム（www.storiesfrom2050.com）

を通じて、活動家コミュニティ、ステークホルダ

ー、市民などが共有する未来についての考えや感

情、発言を収集した。それらを通じて最終的に、

「 豊 か な 惑 星 の 物 語 」（ Enriched Planet 
Narratives）を作成した [6]。 

EU ではさらに、ヨーロッパ各地の市民が、自

分たちがどのようなヨーロッパで暮らしたいか

について、1 年にわたって議論、審議、協力を重

ねた The Conference on the Future of Europe 
(CoFE)の取組がある。欧州全域にわたる大規模な

民主的な取り組みとして、市民主導の討論を通じ

て欧州各地の人々がアイデアを共有し、共通の未

来を形作る上で協力するという、初めての試みで

あった。欧州の誰もがアイデアを共有できる革新

的な多言語デジタル プラットフォーム（5 万 3 千

人が参加）と、国別パネルおよび 欧州市民パネル

を通じて行われた（72 万人がイベント参加） [7]。 
また、シンガポール戦略政策室戦略的未来セン

ターCSF(Centre for strategic futures)は、Future 

Conversation 2023 というイベントにおいて、「不

確実性の中でのナラティブのあり方（Ways of 
Seeing - Narratives Amidst Uncertainty）」とい

うテーマで対面形式の未来対話を 2022 年 9 月に

開催した。今日の混沌とした情報環境の中で社会

がどのように意味を構築するかを探るために、民

間及び公共部門から合計 23 名（海外から 6 名、

市民 6 名、シンガポール政府からの上級役員 11
人）が集まり、「今日の不確実性からどのようなナ

ラティブが生まれているのか？」「新興技術は

人々の自己認識をどのように変え、どのような関

わり方が可能になるのか？」「シンガポールにと

って最も適切なナラティブは何か？」等が議論さ

れた。社会的分断や不確実性が進む中で、個人や

政府がどのように協力して新たなナラティブを

構築し、社会をまとめていくかが今後の課題であ

ると結論付けられた。 
 
3. 市民アンケート調査の概要 

第 12 回調査「ビジョニング」で行った市民アンケ

ート調査の概要を紹介する。 

 

実施概要 

・対象：市民一般、年齢・国籍等問わず 
・アンケート実施期間：2022 年 11 月 11 日〜2023
年 1 月 24 日 
・有効回答数：160 件 
・方法：オンラインアンケート（Qualtrics） 
・告知先： 

-プレスリリース、Twitter 広告・Facebook 広

告、NISTEP ホームページ・SNS（Facebook, 
Twitter）等での告知。 
-文部科学省内関係事業への案内依頼、関係者等

へのメールでの展開依頼。 
-国内ワークショップ参加者への協力依頼。 

 
調査票設計にあたっては、EU が実施したビジョ

ニングアンケート（#OURFUTURES）を参考に、

日本の文脈に落とし込んだアンケートを設計し

た。（質問票は [1]参照） 
 
回答者属性・特徴 

回答者は、女性が全体の 60％、男性は 35％、

その他・回答なしが 5%程度であった。年齢は 20
代が最も多く、続いて 10 代・30 代・50 代が同数

程度、40 代・60 代が同数程度であった。職業は

学生/パートアルバイトが半数以上と多く、会社員

が続いた（図 1）。回答者属性を日本の人口構成と

比べると、女性、大学生、20 代、大学卒業者およ

び大学院卒業者が非常に多い。本調査は母集団を

代表するサンプルを抽出した調査ではないため、
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その結果を市民一般に敷衍することはできない

ことは留意が必要である。 
回答者へは、「将来について考えるかどうか」

「科学技術への発展への興味」「利用している情

報源」についても聞いている。「普段から将来の社

会がどうなっているかを考え」るかという質問に

対して、良く考えると回答したのは 46 名、時々

考えると回答したのは 75 名であり、大半であっ

た（図 2）。一方、あまり考えないは 35 名、全く

考えないはほとんどいなかった。 
さらに、「普段から科学技術の発展などに興味

が」あるかを尋ねた質問に対しては、「とてもある」

と最も強い興味を表す選択肢が最も多く選ばれ、

「ややある」が続く（図 3）。「あまりない」「全く

ない」は少数派であった。 
また、回答者が「日々の情報源として活用して

いるもの（3 つまで選択可）」については、従来型

のマスメディアに属するテレビ、新聞、雑誌、ラ

ジオは対人関係の親密さと特徴とすると家族・友

人・知人などの件数はそれに比べると多い（図 4）。
また、90%近くの回答者はインターネット（ニュ

ースサイトなどを含む）を用いている。 
 
4. 分析手法及び結果 

分析手法 
自由記述に関しては、ワードクラウド分析等の

機械的分析手法とともに、次の要領で定性的分析

（コーディング）をおこなった。 
1．回答中のキーワードや、要約を書き出す 
2．近しい回答同士をグループ分けする 
3．各グループに対して、適切な名前（ラベル）を

付ける 
4．ラベルが適切であるかを２名で確認する 
5．2 名が各々、回答をラベル分けする 
6．各々割り当てたラベルを比較し、違いがある場

合には討論を交わし、共通の理解に合意する 
7．ラベルを確定する 
 
調査結果を次に紹介する。まず大まかな傾向を理

解するため選択肢回答の結果を紹介する。その後、

ナラティブ抽出に向けた手がかりを得るため、自

由記述回答の分析を行う。 
 
選択肢回答の分析 
＜想像した未来と現在の比較＞ 
半数近い回答者が、想像した将来は「今より良

くなる」とポジティブな想像をした（図 5）。次い

で多いのが「どうなるか分からない」という不確

実性の感覚であり、25％近い。「今より悪くなる」

を選択した回答者は 20%に満たない。 
 

＜想像した未来の場面での感情の頻度＞ 
幸福と心配という感情を約半数の回答者が挙

げており、少し回答数が減って喜びが続く（図 6）。
さらにリラックス、気楽、満足、嬉しい、喜びな

どの感情が比較的多く選ばれている。回答者の多

くが不確実性への不安はあるものの、穏やかさな

どのポジティブな感情を未来に抱いている。 
 
＜想像した未来の場面に含まれる各種活動の頻

度＞ 
「暮らす」という意味の広い活動を除けば、回

答者が想像した未来の場面は比較的広範囲の活

動に渡っていた（図 7）。対人関係に関りが深い「関

わる・参加する」「仲良くする」「愛する」「産む・

育てる」、情報に関りが深い「学ぶ・探求する」「読

む・視る・聴く」などである。 
 
自由記述の分析 

自由記述のコーディング分析による結果を紹

介する。 

＜想像した未来の日常（Q1）：必須項目＞ 
未来の大きな方向性として、二つの軸を見出し

た。一つ目の軸は、科学技術やデジタル化の進展

を想定するスマート化（ポジ・ネガ両面含む）と、

その逆を想定する自然回帰である。二つ目の軸は、

社会や経済における２極化あるいは多極化（多様

化）である。 
科学技術やデジタル化などへの依存によって、

効率や便利さ、安全性や品質などが向上する状況

である「スマート化」について言及したのが 117
名と多かった。これは、自由記述内容において、

ロボット、AI、自動運転等の科学技術に関連する

用語が特徴語として抽出された（TF-IDF 法のス

コア）傾向からも確認できる（図 8）。一方で、科

学技術やデジタル化などに依存しない、もしくは

反発している状況である「自然回帰」について言

及したのが 4 名と少なかった。これらの人々は、

科学技術の進展について「よく考える」人が回答

していた。さらに「スマート化」と「自然回帰」

の両方を想定する人も９名いた。 
 

＜回答例＞ 
30 代前半男性 
未来ラベル「多様化」「スマート化」： 
『今ある国とは違うネット上の国家を共通の意思を持った人

たちで作り、戦争も犯罪もない仮想空間の国ができる

WEB3.0 の到来！』 
想定する科学技術 「ICT・アナリティクス・サービス」： 
『脳の中身をクラウド上で共有することができる技術で、会

話やメッセージのやり取りを効率化していく』 
 
40 代前半男性 
未来ラベル「2 極化」「スマート化」： 
『健康的にエクササイズをすることが社会問題となり、貧富
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の差で体型が分かれてしまう。』 
想定する科学技術 「ICT・アナリティクス・サービス」： 
『人間を考えさせ、思考力を鍛えるためのテクノロジーで、考

える人と考えない人の格差・分断が恐ろしいまでに広がる』 
 
 
社会の方向性として、大きく二つの方向性に分

断あるいは格差が拡大していくことを想定する

「2 極化」について言及したのは 12 人であった

が、そのうち 7 人は経済的な観点で２極化が進む

と記述した。それ以外の観点では、自治体間の格

差が広がる、デジタル格差が広がる、自動運転に

おいて自分で運転したい人と自動運転に任せる

人に分かれていく、などの言及もあった。 
よりポジティブな文脈として「多様化」「多極化」

が進むと記述した回答者数は 15 人であった。そ

の内容としては、性別や障害の有無等の差別がな

くなるといったバリアフリーを想定する人と、オ

ンラインとオフライン、または宇宙を含む多空間

での生活や働き方を想定する人が多かった。 
 
＜働き方（Q3）：任意項目＞ 
「どのような職業、どのような仕事・働き方をし

ているか」へは 116 名が回答した。働く環境とし

て、「バーチャル」と「リアル」を想定する人はそ

れぞれ 11 名と同程度であり、また同数が両方の

活用を想定した記述をした。続いて将来の働き方

として、明確に「メンバーシップ型」を想定する

人は 18 人と最も多かった一方で、それ以外の従

来とは違う働き方を明記したのは同程度であっ

た。内訳としては、「ジョブ型（1 名）」、「自由業・

自営業（6 名）」、「ノマド型（3 名）」、「兼業・副

業・複業（8 名）」等であった。 
 
＜家族のかたち（Q3）：任意項目＞ 
「誰と一緒に住んでいるか、家族はどのような

形になっているか」へは 122 名が回答した。 
「核家族世帯」を想定しているのが 51 人（32％）

と最も多かった。そのうち、半数以上（28 人）は

「子ども」と暮らすことを想定していた。家族構

成の明記がないが、「家族」と暮らしているとした

のは 23 人であった。一人で暮らす「単独世帯」を

想定したのが 22 人であった。 
これら以外を「その他」と分類したが、「その他」

の累計は「核家族世帯」に次いで多かった。中で

も、親戚や友人など、血縁関係以外の人との生活

を意味する「シェアタウン」「シェアハウス」を想

定した人が８名いた。 
 

＜回答例＞ 
50 代前半男性「シェアタウン」： 
『あたかもワールドカフェが日常になっているかのごとく』 
【注】ワールドカフェ：カフェのようなリラックスした雰囲気

の中で自由に対話する討論形式 
 
20 代前半女性「その他」： 
『インターネット内で家族とは繋がっている』 
 
20 代前半男性「多拠点生活」： 
『定住はせず、コミュニティの人が自由に住める家に、スマー

トキーを使って自由に選んで住める』 
 
 

＜未来において想定する科学技術（Q6）：任意項

目、3 つまで記入可＞ 
「想像した未来の日常において、今の社会には

ない、どのような新たなテクノロジーが登場して

いるか（Q6）」へは 94 名が回答し、127 のテクノ

ロジー（重複含む）について言及した。そのうち

「AI・ICT・アナリティクス・サービス」につい

ての科学技術が 82 回答と最も多かった。 
 
＜回答例＞ 
健康・医療・生命科学（31 回答） 
・介護人型アンドロイド 
・1 年間の献立を組むアプリ 
・リモート診療、処方 
・心身の補強 
・脳の老化防止 
農林水産・食品・バイオテクノロジー（18 回答） 
・NBT や精密農業 
・人間光合成 
・完全栄養食 
・農産物の工場生産化 
環境・資源・エネルギー（20 回答） 
・自然の動きを模倣 
・資源、エネルギー循環システムの向上 
・新持続可能エネルギー、化学合成 
・核融合の実現 
・蓄電システムの向上 
AI・ICT・アナリティクス・サービス（82 回答） 

・深層学習 AI、強い AI 

・世界共通通貨 

・自立型ロボット 

・空中に画面を映し出す携帯電話 

・脳の中身をクラウド上で共有 

・五感に訴求する体験技術 

マテリアル・デバイス・プロセス（9 回答） 

・ウェアラブル端末の深化 

・生体埋込の端末 

・マイクロレベルの時間制御 

・メンテナンスフリーな素材の市街地 

・トータルデバイス 

都市・建築・土木・交通（45 回答） 

・完全自動運転技術 

・空飛ぶ移動手段の出現 

・天候に左右されないパーソナルモビリティ 

・バックヤードがある高齢者住宅 

・配送、輸送技術の効率化 

宇宙・海洋・地球・科学基盤（3 回答） 

・宇宙探索技術 

・気軽に宇宙に行ける宇宙エレベーター 

・人工衛星の発達 

横断的社会課題（3 回答） 

・意思決定の社会的なプレゼンス向上 

・国境の意義が減る 

※回答を、第 12 回予測調査デルファイ調査の分野分類に暫定
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的に割り付けたもの。 
 
5. まとめ 

本報告では、市民アンケート調査により収集し

た個々人の語る未来をナラティブとしてとらえ

て分析を行った。回答者属性には 20 代女性が多

く、また普段から科学技術に関心が高い層が多い

などの特徴があったが、未来に対する様々な声を

得ることができた。調査結果からは、人々は未来

に対して肯定的・否定的両方の感情を抱いている

ことが分かった。また、未来の日常生活における

科学技術やデジタル化への依存度の増加（スマー

ト化）が多く言及され、これにはポジティブ・ネ

ガティブ両面の影響が指摘された。さらに、社会

経済の格差拡大（2 極化）や多様化の深化につい

ても多くの記述があった。さらに、暮らし方、働

き方等に関して、必ずしも現在では一般的でない

多様な未来の日常が表現された。 
尚、市民アンケート調査の結果は、ワークショ

ップ等の結果と統合し、次の 6 つのビジョンにま

とめた [1]。 
 
６つのビジョン 
1. ありのままや多様性・違いを認め合い、他者へ

の尊敬と共感により支え合っている社会  
2. 人や地域が縦横無尽につながり、未知や想定外

の発見と学び・遊び・挑戦に溢れる社会  
3. 生存に不安がなく、人に寄り添い人を幸せにす

る科学技術で余白・余裕が生まれている社会  
4. 人にも地球にもやさしい、ありたい暮らし・生

き方を自分たちでつくれる社会  
5. 社会制度・慣行を時代に応じて見直し更新する

柔軟性を持った社会  
6. 地域の文化・歴史観・自然観を継承する共同体

の叡智と美学に基づく社会  
 

今後、調査結果を用いて、ナラティブ分析をさ

らに深める予定である。 
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図図  22  普普段段かからら将将来来ににつついいてて考考ええるるかか  
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図図  11  回回答答者者属属性性  

― 148―



 
図図  33  科科学学技技術術のの発発展展へへのの興興味味  

 
 

 
図図  44  主主なな情情報報源源（（33 種種ままでで選選択択））  

 
 

 

図図  55  想想像像ししたた未未来来とと現現在在のの比比較較  
 
 

 

図図  66  想想像像ししたた未未来来のの場場面面でで抱抱いいてていいるる感感情情（（複複数数回回答答））  
 
 

 

図図  77  想想像像ししたた未未来来のの場場面面にに含含ままれれるる各各種種活活動動（（複複数数回回答答））  
 
 
 

 
図図  88  想想像像ししたた未未来来のの場場面面のの頻頻出出語語をを用用いいたたワワーードドククララウウドド分分

析析  
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